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中田（目安として三～七等田）主体のものは

中川原、代地、イケダ、下原、上原、六反田、新貝、畑田、用作、柄杓町、泉、下泉、クロオマル（九

郎丸）、カリマチ、御足長三郎

中田から下回にかけて、つまり中田もあるが下回も多いというのは

水受、松本、そしてテラマ、楠木、デキマチ、 トイデ、

大半が下回（目安として七～号外八等下）が

新高、北浜新高、坊中、ハチノツボ、深町、七反田、ナカム夕、タテムタ

となる。

まず能徳は中世の名にも登場する。嘉元三年（1305）の鎮西下知状には

「能得名々主能得三郎太郎入道々盛」

がみえているO 能徳という小字名は高田にもあるが、実際は田尻の能徳に隣接している。田尻のそれは

瑞梅寺川に面し、土砂運搬による自然堤防的な肥沃地にあるのだろう。村廻、前田など一等田が集中する。

田尻の水田を地形上において考えてみると、南部耕地は大生水（オオショウズ）、小生水、新生水な

どの湧き水を濯減水源とする掛かりであって、開発は古く、かっ安定水田であったと推定される。しか

しこの湧水点が連続する地帯の地力は低い。楠木、出来町、八ノ坪、坊中等は一様に悪い。少し離れた

柄杓町、深町、泉などは比較的よい。中牟田の地名が示すように、地下水脈が浅く、楠木から坊中にか

けては強湿田になっていたのであろう。

八ノ坪は条皇制の施行を示す地名で開発は古い。隣接して領主直営田地名の用作がある。悪田に隣接

していることになるが、四等が四筆、五等が一四筆、六等が一四筆だから、中程度の地力だった。さら

に西に隣接する戸井手や七反田も良くはない。周船寺川と瑞梅寺川の流路間ではましな方の水田だった。

用作は湧水によって濯潮する水田の中では良田の方だった。

4 波多江氏舘と早稲米献上－領主直営田と勧農のイメージ

服部英雄

波多江の築地に波多江丹波守館跡があり、現在波多江佐二氏が住んでいるO 北から西にかけて堀の跡

が残る。かつて今宿バイパス建設時に館の南方で事前調査が行われ、史料調査も行われた（福岡県教育

委員会『今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告波多江遺跡 第六集』。 1982）。早稲米献上について氏

から聞き取りをした内容は次のようなものであるO

館の中に僅か三畝ぐらいの田があり、殿様黒田氏への献上米を作った。おそらく筑前内で一番早くで

きる米で、その早稲米をわずか三合ほど献上する。献上のおり殿様と相対で酒を酌み交わすこともあっ

た。早稲は赤米のように毛のある米。米自体は丸く、赤米ではない。香り米。混ぜて炊くと「わせ米の

はいっとうけんおいしかなあ」っていう米である。収穫米の中からよい米を選り分ける。臼で、ついて傷

のない物。献上米だから手で選り分けることはできない。竹ベらで選り分ける。早稲田は神聖、田鋤

（田耕）の時牛のうんこをのけにゃあならん。子どもがそこで小便でもすれば「だれがしょんべんまり

よるかあ」ってすぐに叱られる。近所の人が田植えを手伝いにくるO しかし反対にその人達の田植えを

手伝うことはない。ゆいのような相互扶助ではない。

献上した残りは近所の人たちで分けるが、種籾は保存しておく。田植えの時のお弁当、（その種籾の
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残りで作る）、小さくおにぎりにし、みのかけといってワカメをちょっと上に載せておく。まず田にお

供えにする。種を無くさないようにそのときまで籾を取っておく。田植えが終わるまで、種籾が厳重に

管理され、保存された。

波多江家には史料目録（前掲書『波多江地区史料調査報告』）にもあるように、文化四年 (1807）四

月および明治四年 (1871）七月の「志摩郡波多江村御献上早米由来書写」および黒田家からの早米献備

を褒賞した書付が残されており、上記のことを裏付ける。

波多江氏館の早稲米献上は近世のものだし、早稲米という特殊な品種の保存に関わるもの。しかし次

年の種籾を確保すること、そのため人々が労働奉仕をする点は中世の領主直営田（佃、正作、門回、用

作）と勧農のありかたをイメージさせる。そして年貢収納の問題をも考えさせてくれる。

若干だが管見に入った近世の研究や史料により、種籾・年貢・勧農の関係を見ておこう。

ア 文禄二年八月二十日秀吉朱印状（浅野家文書）

朝鮮侵略にあたって秀吉政権は朝鮮国からも年貢を徴収しようとした。その際「六つ成百姓に、四

つ成年貢（御蔵納）にJと決めたが、「四物成之事、籾にて可納置候、到来春、種物に可被仰付ため

に候」とし、勧農行為であることを強調した。

イ 高野信治「地方知行と近世的秩序」（『新しい近世史』 1）によると、「嘉永三、四年 (1850～51)

の年貢未進者には春の種貸しは行えない」とされていたO

ウ 岸田家文書中に天保十二年 (1841）佐志村勧農調帳（唐津市近代図書館＜『唐津市近代図書館・郷

土資料目録』＞）がある。五十二の家族分の各家長と家族数、牛の数を書き、次に高と上納米領を書

き、次に「御年貢不足」額を書く。

（此上納米四石八斗八升一合）……（1)

ー 米五斗四升御年貢不足…・・・（2)

〆五石四斗弐升一合・．．．．．．．．．．・・・・（3)

但

田四斗八升蒔

此出来米五石壱斗・．．．．．．．．．．・・・・（4)

差引三斗弐升一合不足……（5)

(1）の上納額に前年までの不足額（2）を加算したものが（3）、今年の収穫見込みが（4）で差引（5）が不足分とな

る。そういう計算だと思われる。天保十二年は凶作だった。こうした時に「勧農」の語が復活し、

「勧農帳」が作成された。おそらく村の有力者が立て替える形で、種籾の支給を行ったのであろう。

何斗何升蒔といういくぶん古い表現が復活しているのはそのためである。ただしそれでも救済できな

い部分、村の救済能力を越える部分があるO それについては年貢軽減あるいは不足分の種籾支給など

上級権力への陳情・要請を行う必要があった。その基礎データとして作成されたのがこの「勧農帳」

だったと思われる。

また名主の勧農（種籾保管）を示す民俗行事として

エ 対馬赤米祭り 頭屋（名主）が赤米の種籾を屋根の梁から吊して保管する。

オ広島名田祭り 頭名（名主）が種籾を保管する。

等が知られている（藤井昭『宮座と名の研究』）。

このように勧農は元来年貢徴収に対応するものではあるが、村の再生産に深く関わって、飢鑑、凶作

時での危機管理機能そのものだったO 本来は各家が種籾を確保する。しかし飢鍾には対応できない（香

月洋一郎『山に棲む』、拙稿「伊良原の歴史・地名と地誌」＜『伊良原』所収＞）。安全機能・再生産装
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置はまず村落（村落上層の名主ら）に、次には藩権力に対して要請された。

波多江での早米献上は、オリジナルには領主波多江氏の用作田における種籾確保を示していよう。波

多江氏は近隣農民の労働奉仕により、種籾としての保存用の米を確保する。農民も勧農（危機管理）上

それが必要と考え、自らの意志で参加した。元来はここで自己完結したのだろうが、波多江氏はさらに

それを上級領主（ここでは黒田氏）に献上した。

年貢米の完納時には領主側の接待のあったことが知られている。「たわらかさね絵巻」ほかの史料に

みえる「倉付けの酒」、「収納の酒」がそれである（久留島典子「領主の倉・百姓の倉」＜『朝日百科日

本の歴史別冊、家・村・領主』＞）。お蔵に俵を納めることにより領主から杯を頂く。黒田家と波多江

家の聞の早米献上の光景は、そうしたならわしを継承したもののように思われる。

5 天正中・後期における筑前国志摩郡城郭の様相

中西義昌

〔はじめに〕

筑前国志摩郡は、恰土庄の庄域であった糸島半島北部に位置する。この地域には、天正中・後期を下

限とする城郭遺構が数多く残されている。しかし、踏査に基づいた縄張り図の作成は行われず、資料化

の作業は遅れているO このため城郭遺構から在地の権力的様相を読み解く研究は皆無に近いのが現状で

ある。しかしながら、近年、この地域では大規模な開発事業が予定されており、今後、大規模な景観の

変化が予想される。このため早急な資料化が求められる。

その中で、筆者は福岡平野周辺の城郭遺構を悉皆的に踏査する機会を得た。本来なら、各地域におけ

る存在形態を比較検証することで、天正中・後期の地域権力の様相や在地構造について考察を行うとこ

ろである。しかし、今回は紙面の関係もあって、志摩郡内の山城・丘城の紹介と若干の概説を行うこと

としたい(1)0 

なお、別稿で糟屋郡・席田郡・志摩郡の小規模城郭について、類型化を通した考察を行っているので、

参考されたい（2) 0 

【1】文献史料にみる天正中・後期の志摩郡

中世後期の志摩郡は、豊後大友氏系勢力の影響下にあった。同時代史料や後世の編纂史料からは、大

友氏の郡代として、天文年間に臼杵安房守親連、永禄・元亀年間の臼杵安房守鎮続、進士兵衛鎮氏が確

認されている。天正五（1577）年には木付鑑賞が入部するが、隣接する原田氏（恰土郡の国人）の圧力

を受け、天正七年に糟屋郡ヘ退転しているO

一方、郡内の小規模在地勢力は、史料上では「志摩郡衆」として登場する。主な勢力として、元同氏・

小金丸氏・泊氏・古庄氏などが名を列ねている（3)0 

【2】志摩郡の山城・丘城と在地勢力

各事例の検討に入る前に、志摩郡における山城・丘城とその築城主体を確認しておく。

志摩郡で最も規模の大きな城郭として、柑子岳城があるO その他、小規模な山城・丘城が数多く点在

する（図 1)。しかし、山城・丘城や在地諸勢力に関する文献史料は乏しく、同時代史料だけの確認作

業は極めて困難である。そこで史料的価値は落ちるものの、後世の編纂史料（地誌・家譜・覚書・書上
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